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鈴
鹿
市
は
中
学
校
で
の
完
全

給
食
を
お
こ
な
う
た
め
に
、
今

年
度
か
ら
稲
生
４
丁
目
に
用
地

を
取
得
、
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
着
手
し
ま
す
。
給
食
の

開
始
は
２
年
後
の
２
０
１
５
年

５
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
中
学
校
で
も
給
食
を
」
の
多

く
の
市
民
の
願
い
が
、
や
っ
と

実
現
し
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
新
給
食
セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
、
小
学
校
の
給

食
（
自
校
・
セ
ン
タ
ー
）
の

よ
う
な
市
直
営
方
式
か
ら
、
調

理
業
務
を
民
間
業
者
に
ま
か
せ

る
「
民
間
委
託
」
方
式
に
す
る

案
が
、
市
教
委
で
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

森
川
ヤ
ス
エ
議
員
は
３
月
議

会
で
、
民
間
委
託
の
問
題
点
を

あ
げ
て
、
市
直
営
方
式
に
す
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

①
給
食
の
質
を
大
き
く
左
右
す

る
調
理
業
務
は
、
栄
養
職
員
と

調
理
員
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大

切
で
す
。
直
営
で
は
調
理
の
現

場
で
指
示
や
打
ち
合
わ
せ
が
行

な
え
ま
す
が
、
民
間
委
託
の
場

合
は
、
直
接
の
指
示
な
ど
は
出

来
な
く
な
り
ま
す
。
い
ち
い
ち

業
者
側
の
責
任
者
を
通
し
て
や

り
と
り
し
、
市
の
栄
養
職
員
は

調
理
現
場
に
入
れ
ま
せ
ん
。

②
調
理
業
務
は
経
験
や
熟
練
が

大
事
で
す
が
、
民
間
委
託
業
者

の
調
理
員
は
4
時
間
ご
と
の
パ
ー

ト
職
員
が
大
半
で
、
経
験
を
つ

ん
だ
ベ
テ
ラ
ン
が
養
成
さ
れ
ま

せ
ん
。

③
市
と
業
者
双
方
に
管
理
者
や

栄
養
職
員
を
置
く
、
業
者
の
利

益
や
消
費
税
な
ど
新
た
な
経
費

が
増
加
し
ま
す
。
低
賃
金
の
調

理
員
を
雇
用
し
て
も
、
総
体
の

経
費
は
た
い
し
て
安
く
な
り
ま

せ
ん
。

鈴
鹿
市
が
学
童
保
育
を
市
の

施
策
と
し
て
始
め
て
、
20
年
に

な
り
ま
す
。
現
在
27
小
学
校
区

で
34
ヵ
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
内
、
市
が
施
設
を
提

供
し
、
保
護
者
な
ど
が
運
営
す

る
「
公
設
民
営
」
が
20
ヵ
所
、

「
民
設
民
営
」
が
14

ヵ
所

（
私
立
保
育
所
な
ど
９
ヵ
所
、

民
家
借
用
な
ど
５
ヶ
所
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
中
で
も
民
家
や
集

会
所
を
借
り
て
い
る
学
童
保
育

所
は
、
運
営
や
経
費
負
担
が
大

変
で
す
。

今
年
４
月
、
移
転
に
な
っ
た

鈴
西
小
校
区
の
「
し
い
の
実
」

は
、
新
た
に
借
り
る
民
家
の
改
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修
費
用
が
約
４
０
０
万
円
か
か

り
ま
し
た
。

ま
た
、

今
年

「
民
設
」
か
ら
「
公
設
」
に

な
っ
た
箕
田
学
童
保
育
所
で
も
、

施
設
整
備
費
の
補
助
以
外
に
約

７
０
０
万
円
を
負
担
し
て
い
ま

す
。石

田
秀
三
議
員
は
３
月
議
会

で
、
市
は
保
護
者
や
地
域
に
責

任
や
負
担
を
押
し
付
け
ず
、
用

地
や
施
設
の
整
備
に
責
任
を
も

つ
こ
と
、
20
年
前
に
「
公
設
民

営
」
で
ス
タ
ー
ト
し
た
原
点
に

も
ど
り
、

「

民
設
」

か
ら

「
公
設
」
に
し
て
い
く
こ
と
、

ま
た
保
健
福
祉
部
と
教
育
委
員

会
と
の
協
力
で
、
学
校
内
や
隣

中学校給食センター

給
食
の「
質
」が

保
証
で
き
な
い

小
学
校
の
よ
う
な

直
営
が
良
い

接
地
へ
の
設
置
の
努
力
な
ど
を

求
め
ま
し
た
。

ま
た
石
田
議
員
は
、
学
童
保

育
の
設
置
基
準
を
き
ち
ん
と
設

け
て
、
そ
の
達
成
の
た
め
の
支

援
を
行
な
う
こ
と
、
指
導
員
に

つ
い
て
も
身
分
保
障
や
労
働
条

件
、
研
修
な
ど
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
２
０
１

２
年
成
立
し
た
「
子
ど
も
・
子

育
て
関
連
３
法
」
の
本
格
施
行

に
向
け
て
、
13
年
に
は
基
準
の

制
定
、
14
年
に
は
自
治
体
で
の

条
例
化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
出

て
い
ま
す
。
鈴
鹿
市
で
も
実
情

に
即
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制

定
に
向
け
て
の
検
討
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

市
が
責
任
も
つ
「
公
設
民
営
」
に

「
民
設
民
営
」

か
ら
の
転
換
を

設
置
基
準
や
指
導

員
待
遇
の
充
実
を

森
川
議
員
は
、
組
織
が
複
雑

に
な
り
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
出
来

な
い
民
間
委
託
で
は
、
安
全
で

お
い
し
い
給
食
に
な
ら
な
い
。

直
営
な
ら
調
理
員
を
新
た
に
採

用
す
る
だ
け
で
、
問
題
な
く
小

学
校
の
給
食
と
同
じ
仕
事
が
出

来
る
、
と
主
張
し
ま
し
た
。

民家を改修して移転した｢民設｣の鈴西小学童保育所

｢民設｣から｢公設｣になり新築した箕田小学童保育所

■直営の場合

センター長･････栄養職員・調理員････事務員

市＝センター長････栄養職員････事務員

業者＝統括責任者････副責任者････栄養士・調理員

■民間委託の場合(他市の例)

調理現場

調理現場指示 報告
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鈴
鹿
市
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
事
業
が
、
今
年
度
も
行
な

わ
れ
ま
す
。
昨
年
度
は
助
成
額

の
上
限
を
「
５
万
円
」
と
抑
え

た
た
め
、
市
民
や
業
者
の
評
判

が
悪
く
、
何
度
か
募
集
を
延
長

し
て
も
申
し
込
み
が
少
な
く
、

予
算
３
０
０
０
万
円
を
１
２
０

０
万
円
も
残
す
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
は
そ
の
反
省
に
立
っ

て
、
助
成
額
を
近
隣
市
な
み
の

「
工
事
費
の
10
％
、
上
限
10
万

円
」
と
改
め
ま
し
た
。

共
産
党
市
議
団
は
昨
年
、
市

民
か
ら
の
応
募
が
低
調
な
こ
と

を
指
摘
し
て
、
助
成
額
の
引
き

上
げ
を
何
度
も
求
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
業
界
か
ら
も
見
直
し

の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

市
は
昨
年
度
内
に
は
見
直
し
を

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
年
度
末

で
予
算
を
４
割
も
残
す
結
果
に

な
っ
た
こ
と
で
、
本
年
度
や
っ

と
上
限
を
引
き
上
げ
て
、
改
め

て
募
集
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。３

月
議
会
で
市
は
、
「
予
算

額
は
１
５
０
０
万
円
、
応
募
が

上
回
っ
た
場
合
は
抽
選
に
す
る
」

安
倍
内
閣
は
新
年
度
予
算
で
、

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
を

行
な
う
こ
と
と
し
、
３
年
か
け

て
総
額
７
４
０
億
円
も
の
生
活

扶
助
費
の
削
減
が
、
こ
の
８
月

か
ら
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

保
護
基
準
の
引
き
下
げ
は
保

護
受
給
者
だ
け
で
な
く
、
市
民

生
活
に
も
連
動
し
て
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
す
。
就
学
援
助
制

度
、
非
課
税
限
度
額
、
保
育
料

な
ど
の
福
祉
施
策
、
最
低
賃
金

な
ど
、
多
く
の
制
度
や
施
策
が

石
田
秀
三
議
員
は
３
月
議
会

で
、
道
路
（
幅
員
５
・
５
ｍ
未

満
）
水
路
（
断
面
０
・
５
㎡
未

満
）
の
工
事
で
の
地
元
負
担
金

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
の
影
響
は

10
万
円
に
引
き
上
げ

道
路
・
水
路
工
事
の

「
地
元
負
担
」
な
く
し
て

生
活
保
護
基
準
に
沿
っ
た
運
用

を
行
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

森
川
ヤ
ス
エ
議
員
は
３
月
議

会
で
、
国
に
よ
る
保
護
基
準
の

引
き
下
げ
に
反
対
し
、
そ
の
市

民
生
活
へ
の
影
響
を
防
ぐ
対
応

を
求
め
ま
し
た
。

（
１
割
）
は
な
く
す
べ
き
だ
、

道
路
水
路
に
面
し
て
い
る
人
だ

け
を
受
益
者
と
す
る
の
で
な
く
、

広
く
利
用
さ
れ
る
公
共
性
に
重

き
を
置
く
べ
き
だ
と
提
案
し
ま

し
た
。
十
分
に
検
討
し
て
い
く

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
石
田
議
員
は
、
台
風
被

害
に
あ
っ
た
農
業
関
係
の
災
害

復
旧
工
事
に
つ
い
て
、
住
民
は

森川ヤスエ市議石田秀三 市議

安
倍
内
閣
は
、
消
費
税
を
来

年
４
月
か
ら
８
％
に
、
15
年
10

月
に
は
10
％
に
引
き
上
げ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

今
で
も
暮
ら
し
と
営
業
を
圧

迫
し
て
い
る
消
費
税
が
、
２
倍

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
ら
ど
う
な

る
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
表
は
、
12
年
９
月
に
内

閣
府
が
試
算
し
た
も
の
で
、
増

税
前
の
11
年
４
月
と
増
税
後
の

16
年
４
月
を
比
べ
た
も
の
で
す
。

増
税
だ
け
で
な
く
「
一
体
改

革
」
に
よ
る
社
会
保
険
料
の
値

上
げ
な
ど
で
、
家
計
の
負
担
は

耐
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
大
き
く
な

り
ま
す
。
こ
ん
な
最
悪
の
増
税

を
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

世帯構成 会社員夫婦と子ども2人 高齢者夫婦

年収額 300万円 500万円 240万円

消費増税による負担額 ＋８．２万円 ＋１１．５万円 ＋７．４万円

家計全体の負担額 ＋２７．３万円 ＋３３．８万円 ＋４．１万円

■消費税10％による家計への影響（内閣試算2012年9月）

（高齢者の家計負担は、特別対策の「予定」を算入したもの）

消
費
税
10
％
で

家
計
の
負
担
増
大

老
朽
化
に
よ
り
更
新
工
事
が

行
な
わ
れ
て
い
た
平
田
送
水
場

が
３
月
に
完
成
し
、
供
用
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

平
田
送
水
場
は
、
鈴
鹿
川
沿

い
の
水
源
よ
り
取
水
し
た
水
を
、

玉
垣
、
白
子
、
南
部
地
域
ま
で

送
る
重
要
な
施
設
で
す
。

水
道
局
は
続
い
て
平
野
送
水

場
の
更
新
工
事
に
か
か
り
ま
す
。

平
田
送
水
場
が
完
成

完成し供用開始された、平田送水場

と
説
明
し
ま
し
た
。

石
田
議
員
は
「
助
成
を
受
け

ら
れ
な
い
市
民
が
出
る
不
公
平
」

を
指
摘
、
応
募
し
た
全
員
に
助

成
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

議
会
全
体
で
も
、
抽
選
は
行
な

わ
ず
、
応
募
多
数
の
と
き
は
補

正
予
算
で
対
応
す
べ
き
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
市

広
報
の
リ
フ
ォ
ー
ム
募
集
記
事

か
ら
「
抽
選
」
の
文
字
は
無
く

な
り
ま
し
た
。

「
受
益
者
」
で
は
な
く
「
被

災
者
」
な
の
だ
か
ら
、
地
元
負

担
は
取
ら
な
い
よ
う
に
改
善
を

求
め
ま
し
た
。

希
望
者
み
ん
な
を

助
成
対
象
に

石田 秀三 371-0423
鈴鹿市伊船町２７５１

森川ヤスエ 384-3740
鈴鹿市矢橋3丁目10-34

生活相談など
お気軽に連絡下さい


